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単元株式数の変更、株式併合及び定款の一部変更に関するお知らせ


当社は、○○年○○月○○日開催の取締役会において、○○年○○月○○日開催予定の第○回定時株主総会に、単元株式数の変更、株式併合及び定款の一部変更について付議することを決議いたしましたので、お知らせいたします。


1． 単元株式数の変更
（1） 変更の理由


（2） 変更の内容
単元株式数を１０００株から１００株に変更する。


（3） 変更予定日
○○年○○月○○日


（参考）○○年○○月○○日をもって、東京証券取引所における売買単位も１００株に変更されることとなります。

（4） 変更の条件



2． 株式併合、単元株制度の採用及び定款の一部変更の目的
（1） 併合の目的


（2） 併合の内容
	①
	併合する株式の種類
	普通株式

	②
	併合の比率
	○○年○○月○○日をもって、○○年○○月○○日の最終の株主名簿に記載された株主の所有株式○株につき○株の割合で併合する。

	③
	併合により減少する株式数
	



	株式併合前の発行済株式総数
	***,***,***,***株

	今回の併合により減少する株式数
	***,***,***,***株

	株式併合後の発行済株式総数
	***,***,***,***株



（3） 併合により減少する株主数
	所有株式数
	株主数（割合）
	所有株式数（割合）

	総株主
	***,***名（100.0％）
	***,***株（100.0％）

	○株未満
	
	

	○株以上
	
	



（4） 併合の日程（予定）
	取締役会決議日
	

	株主総会決議日
	

	効力発生日
	



（5） １株未満の端数が生じる場合の処理


（6） 併合の条件



3． 定款の一部変更 
（1） 定款変更の目的


（2） 定款変更の内容


（3） 日程


＜その他投資者が会社情報を適切に理解・判断するために必要な事項を記載する。＞


以　上

